
科　目

担当教員 遠藤 優介 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 配列を利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行える．行える．える．

2 ポインタを利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行える．行える．える．

3 関数を利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行える．行える．える．

4 構造体を利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行える．行える．える．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト スライド等を用いる等を用いるを利用したプログラミングが行える．用したプログラミングが行える．いる

参考書

関連科目

神戸市立工業高等を用いる専門学校 2026年度シラバスシラバス

プログラミング応用したプログラミングが行える． (Applied Programming)Applied Programming)

電気電子デザイン工学科・デザイン工学科・1年・後期・必修・1単位【演習】 (Applied Programming) 履修単位 )

目標5-電気電子デザイン工学科・デザイン工学科

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

C言語によるプログラミングに関する講義を行う．プログラムのしくみを学んだのち，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技によるプログラミングに関する講義を行う．プログラムのしくみを学んだのち，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技を利用したプログラミングが行える．行える．う．プログラムのしくみを学んだのち，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技のしくみを利用したプログラミングが行える．学んだのち，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技配列を利用したプログラミングが行える．，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技ポインタを利用したプログラミングが行える．，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技関数を利用したプログラミングが行える．，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技構造体を利用したプログラミングが行える．に関する技
法を講義する．を利用したプログラミングが行える．講義を行う．プログラムのしくみを学んだのち，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技する．

配列を利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行える．行える．えるかを利用したプログラミングが行える．後期定期試験および演習，プレゼおよび演習，プレゼ演習，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技プレゼ
ンテーションで評価する．評価する．する．

ポインタを利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行える．行える．えるかを利用したプログラミングが行える．後期定期試験および演習，プレゼおよび演習，プレゼ演習，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技プ
レゼンテーションで評価する．評価する．する．

関数を利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行える．行える．えるかを利用したプログラミングが行える．後期定期試験および演習，プレゼおよび演習，プレゼ演習，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技プレゼ
ンテーションで評価する．評価する．する．

構造体を利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行える．行える．えるかを利用したプログラミングが行える．後期定期試験および演習，プレゼおよび演習，プレゼ演習，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技プレ
ゼンテーションで評価する．評価する．する．

成績は，試験は，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技試験および演習，プレゼ50%　プレゼンテーション20%　演習30%　として評価する．評価する．する．

「C言語によるプログラミングに関する講義を行う．プログラムのしくみを学んだのち，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技プログラミングレッスン入門編」：結城浩」：結城浩結城浩(Applied Programming)Softbank))
「やさしいC」：結城浩高橋麻奈（SB Creative）
「初級C言語によるプログラミングに関する講義を行う．プログラムのしくみを学んだのち，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技やさしいC」：結城浩後藤良和ら（実教出版株式会社）ら（実教出版株式会社）

電気電子デザイン工学科・デザイン工学科1年：結城浩プログラミング基礎

履修上のの評価方法と基準
注意事項

講義を行う．プログラムのしくみを学んだのち，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技で評価する．学んだ知識を学外のコンテストへの参加などに役立てることを推奨するを利用したプログラミングが行える．学外のコンテストへの参加などに役立てることを推奨するのコンテストへの参加などに役立てることを推奨するへの参加などに役立てることを推奨するなどに役立て評価する．ることを利用したプログラミングが行える．推奨するする.



授業の計画（プログラミング応用）プログラミング応用）

テーマ 内容（プログラミング応用）目標・準備など）など）

1 配列を利用したプログラミングが行える．の基礎を利用したプログラミングが行える．理解し，配列を用いたコードが書けるようになる．し，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技配列を利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コード等を用いるが行える．書けるようになる．けるようになる．

2 前回に引き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．に引き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．続き，配列を用いたコードが書けるようになる．き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技配列を利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コード等を用いるが行える．書けるようになる．けるようになる．

3 文字配列を利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．理解し，配列を用いたコードが書けるようになる．し，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技文字配列を利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コード等を用いるが行える．書けるようになる．けるようになる．

4 前回に引き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．に引き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．続き，配列を用いたコードが書けるようになる．き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技文字配列を利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コード等を用いるが行える．書けるようになる．けるようになる．

5 変数を利用したプログラミングが行える．のアド等を用いるレスを利用したプログラミングが行える．理解し，配列を用いたコードが書けるようになる．し，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技ポインタを利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コード等を用いるが行える．書けるようになる．けるようになる．

6 前回に引き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．に引き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．続き，配列を用いたコードが書けるようになる．き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技ポインタを利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コード等を用いるが行える．書けるようになる．けるようになる．

7 演習

8 関数を利用したプログラミングが行える．の基礎を利用したプログラミングが行える．理解し，配列を用いたコードが書けるようになる．し，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技関数を利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．作成するコード等を用いるが行える．書けるようになる．けるようになる．

9 戻り値とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．り値とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．値とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．かを利用したプログラミングが行える．理解し，配列を用いたコードが書けるようになる．し，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技戻り値とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．り値とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．値とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．を利用したプログラミングが行える．もつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．関数を利用したプログラミングが行える．および演習，プレゼ戻り値とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．り値とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．値とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．を利用したプログラミングが行える．もたプログラミングが行える．ない関数を利用したプログラミングが行える．につ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．いて評価する．のコード等を用いるが行える．書けるようになる．けるようになる．

10 構造体を利用したプログラミングが行える．の基礎を利用したプログラミングが行える．理解し，配列を用いたコードが書けるようになる．し，配列，ポインタ，関数，構造体に関する技これを利用したプログラミングが行える．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コード等を用いるが行える．書けるようになる．けるようになる．

11 構造体を利用したプログラミングが行える．を利用したプログラミングが行える．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．応用したプログラミングが行える．的なコードが書けるようになる．なコード等を用いるが行える．書けるようになる．けるようになる．

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試験および演習，プレゼを利用したプログラミングが行える．実施する．する．

配列を利用したプログラミングが行える．1

配列を利用したプログラミングが行える．2

配列を利用したプログラミングが行える．3

配列を利用したプログラミングが行える．4

ポインタを利用したプログラミングが行える．1

ポインタを利用したプログラミングが行える．2

これまで評価する．学習したプログラミングが行える．内容の演習を行うの演習を利用したプログラミングが行える．行える．う.

関数を利用したプログラミングが行える．1

関数を利用したプログラミングが行える．2

構造体を利用したプログラミングが行える．1

構造体を利用したプログラミングが行える．2

これまで評価する．学習したプログラミングが行える．内容の演習を行うの演習を利用したプログラミングが行える．行える．う.

これまで評価する．学習したプログラミングが行える．内容の演習を行うの演習を利用したプログラミングが行える．行える．う.

演習の成果発表（プレゼンテーション形式）.

演習の成果発表（プレゼンテーション形式）の続き，配列を用いたコードが書けるようになる．き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．.

備など）
考
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